
報道機関各位

オフィスビルの急速な供給が進む山手線南半球の主要なビジネスエリア

“大崎・品川エリア”の発展を拡充する大規模オフィスビル開発

「（仮称）住友不動産 大崎東プロジェクト」着工

2020年1月22日

住友不動産株式会社

＜外観完成イメージ＞

住友不動産株式会社（新宿区西新宿、代表取締役社長 仁島浩順）は、急速な発展を遂げている副都

心・大崎エリアに位置し、JR・りんかい線「大崎」駅、JR・浅草線「五反田」駅から2駅7路線利用可能な品

川区北品川五丁目で開発を進めている地上19階建て、総延べ床面積約47,600㎡の大規模オフィスビル

「（仮称）住友不動産 大崎東プロジェクト」を2020年1月7日に着工いたしましたのでお知らせします。

大崎エリアは、1982年“副都心”に、2002年“都市再生緊急整備地域”に指定されて以降、駅前の大規模

開発を中心に複合市街地形成が進み、交通利便性も向上したことから優良なビジネスエリアとして急速な発

展を遂げ、大手企業の集積により就労者も大幅に増加するなど目覚ましい活性化が進んでいます。

また、エリア至近は注目の高まるリニア新幹線始発駅となる品川駅や山手線新駅・高輪ゲートウェイ周辺

の発展期待もあり、オフィスニーズは更なる高まりをみせています。

当社は2018年に同エリアにおいて3年ぶりとなる延床面積17万㎡超の大規模オフィスビル「住友不動産

大崎ガーデンタワー」を供給しましたが、旺盛なニーズにより既に満室で稼働しております。こうした状況を

踏まえ、引き続き同エリアへのオフィスビル供給を推進してまいります。

＜物件周辺地図＞
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主要５区、大崎 空室率推移
主要5区

大崎

副都心「大崎」の発展に伴い増加した昼間人口、乗車人員数（都市再生緊急整備地域内）

事業所数の推移 ※1 991 S53 1,435 H28 444 1.4倍

従業員数の推移 ※2 19,795 S53 76,886 H28 57,091 3.9倍

乗車客数の推移 ※3 26,839 S51 173,126 H30 146,287 6.5倍
※1、※2：事業所企業統計調査(S53)、経済センサス(H28)、対象は大崎一～三丁目、東五反田三丁目、北品川五丁目

※3：S51年度は東京都統計年鑑に掲載の年間乗車人員数を365日で割った数値。H30年度はJR東日本の「各駅の乗車人員」より

副都心指定時 現在 増減

■大崎エリア空室率について

昨今、好調なオフィスマーケットが続き空室率1％を下回っている都内主要5区（千代田区、中央区、港

区、新宿区、渋谷区）と比較しても、大崎エリアはさらに低位で推移する良好なマーケットである。

【データ参考】CBREによる調査全国四半期別データ。1月から3カ月毎に期分けしている。

延床面積1000坪以上、新耐震基準の一般募集されている賃貸オフィスビルを対象としている。



■効率的、快適な就労環境創造を可能とするオフィスフロア

現地からは、徒歩8分の最寄り「大

崎」駅、徒歩9分の「五反田」駅が利用

できます。特に「大崎」駅は、JR山手

線、埼京線、湘南新宿ライン、相鉄線

やりんかい線が乗り入れるほか、隣

接する「品川」駅からは新幹線に乗り

換え、国際化の進む羽田空港へ17分

でアクセス可能です。また「大崎」駅前

からは各地方都市への高速バス、空

港バスなども発着しています。

充実した交通インフラにより、都心

部並びに、神奈川、千葉、埼玉など首

都圏各方面、国内外へスムーズなア

クセスを可能とし、就労者の通勤から、

営業活動、拠点間移動、出張などに

おいて高いアクセス利便を備えた好

立地に誕生します。

基準階面積は1,797㎡超（543.8坪）の高い

集約効果を実現、多様なレイアウトニーズに

対応可能な整形無柱空間を設けています。

昨今のオフィスニーズに多い働き方改革を

踏まえた、仮眠室、集中作業室、ブレーンス

トーミングスペースなど、職員の快適性向上

や交流促進を図り就労環境を整える取り組

みにもフレキシブルに対応可能な空間を提

供いたします。

専有部は、天井高を約3.0m(窓面高さ

2.55m）を確保し、明るく開放的な空間とした

ほか、空調は１フロア53ゾーンの部分制御

可能な完全個別空調システムを採用し、細

かい範囲で適温調整が可能な省エネを実現

するなど快適な就労環境を整えます。

＜基準階フロア図＞

＜基準階フロア・天井高イメージ図＞ ＜空調ゾーニング概念図＞
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■多方面へのスムーズなアクセス至便

＜路線図＞



■BCP対策強化

■安心安全で強靭な建物を実現する基礎免震構造

本物件は、安定した地盤であることから可能な、建物を「点」で

支える杭基礎ではなく、直接地面の支持層「面」で支える直接基

礎を採用しています。

更に建物下部に免震装置を設置し、揺れを吸収させ建物に直

接地震エネルギーを伝えにくい構造とすることで、人命はもとよ

り、オフィス家具等の転倒リスクも軽減した、安心安全な就労空

間を提供します。

＜構造概念図（断面）＞

本物件は、万が一の災害を想定し、3回線スポットネットワーク受電を採用しています。配電線が1本

断線しても、他の2本で継続送電を可能とします。また、変電所事故が発生しても、ビルに貯蔵してい

る重油により72時間分の発電を可能とした、2重の電力バックアップ体制を構築しており、災害時の

BCP対策強化を図っています。なお、オプションによりテナント企業専用の非常用発電機を設置する

スペースも確保しています。

＜アイソレータ＞

建物重量を支え、水平に柔らかく
動くことで地震時に上部構造の揺
れを低減。

＜U型ダンパー＞

安定した復元力特性で地震エネル
ギーを吸収し、揺れを軽減。

＜電力バックアップ概念図＞



＜報道関係者お問い合わせ先＞

住友不動産 広報部 住友 TEL：03-3346-1042

■地域にも開放する緑豊かな広場を設けたランドスケープ

大崎エリアは、駅前より街区単位で開発整備が進められ、空地（くうち）、緑地が計画的に整備されていま

す。本物件では、そうした周辺環境との調和を図りつつ、土地の高度利用を図った開発を行うため、一般型

総合設計制度を活用して、建築物の容積を高めた高度利用を実現するとともに、敷地内に豊富な緑地や広

場を設け地域に開いた空間を周辺との連続的な緑のネットワークならびに空地の創造を実現しています。

＜ランドスケープ＞

計画では、敷地周囲に

歩行者が安心して通行で

きる歩道状空地、敷地北

側と南東には日常的に往

来する人々が滞留し、憩

いの場として活用いただ

ける公開空地を設けてい

ます。災害時には一時避

難場所として活用すること

を想定しており、マンホー

ルトイレなどの防災設備も

備えます。

また、広場には就労者

の思考の切り替えを促す

ほか、地域に訪れる方々

に潤い、癒しを与える豊か

な緑景を創造します。

【建築概要】

所 在 地 東京都品川区北品川5丁目420番1号他（地番）

交 通
JR・りんかい線「大崎」駅・徒歩8分、

東急池上線「五反田」駅・徒歩9分、JR線「五反田」駅・徒歩10分 ほか

敷 地 面 積 7,102.36㎡（2,148.51坪）

延 床 面 積 47,509.26㎡（14,371.92坪）

総 貸 付 面 積 31,285.23㎡（9,464.02坪）

構 造 鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄筋コンクリート造）、免振構造

階 数 地上19階、地下2階、塔屋1階

竣 工 予 定 2022年2月予定

設 計 株式会社日建設計

施 工 清水建設株式会社


